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箱根駒ヶ岳のホソバノアマナ

ホソ バノアマナ Lloydia triflora Baker は神奈川県植物目 録

( 1933) や神奈川県植物誌 (1958) に「箱根」の記録があります

が，植物誌調査では確認されていませんでした .内田藤吉先生よ り

箱根駒ヶ岳で撮影された写真を提供していただきま した .昨年，

茅ヶ崎植物会で駒ヶ岳を訪れた際に会員の方が見つけられたもの だ

そうです .

- 287 -



箱根のサワオトギリとその周辺の問題

(城川四郎)

神奈川県ではサワオトギリの分布が箱根周辺に

限られている .コオトギリもやは り箱根にしか分

布しなし、が分布個体数はコオトギリの方がす'っと

多い.そのためか植物誌調査会で集められたコオ

トギリの標本はかなりあるがサワオトギリの標本

は比較的少なく，しかもどの個体も貧弱である .

とL、うのは採集 してくださ った方への恨み言では

決してない .実は「神奈川県摘物誌1988J937ベ

ジのサワオ トギリの果実の図を緩めて不正確に

書いてしま った私の弁解である 昨年，高橋秀男

先生に国立科学博物館筑波植物園加藤氏の論文サ

ワオ トギリ群 (Hypericum pseudopetiola tum 

Complex)の分類学的研究を見せて ]頁くまでは

箱恨のサワオトギリはし、わゆるソハヤキ型で，標

準的なサワオ トギリとして認識している日本海型

とは果実の形に対照的な相違があることに私は全

く気がついていなかった 加藤氏の研究で明らか

にされたものであるが，もしサワオトギリの果実

の図を書くときにたくさんのサワオトギリの標本

に目を通す時間と努力を惜しまなければ私にも気

がつくことができたかもしれない.しかし，私の

頭の中の「サワオトギリの果実は幅広く太いもの

とL、う固定観念」が頑固なものだったので，その

形にも っとも近い果実を選んで描いた結果がもっ

とも箱根のサワオ トギリらしからぬ図になってし

まったわけである.

加藤氏の研究によればサワオトギリ群は九州北

部と紀伊半島，静岡県，関東地方を除く本州の大

部分，北海道の南部に広く分布する日本海型と九

州の大部分，四国，紀伊半島，伊豆半島を含む静

I，'(r]県の南部および箱根に分布するソハヤキ型と箱

恨周辺に分布するコオ トギリの3型に分けられる

という.従って箱根はソハヤキ型の北限であり ，

コオ トギリ型との重複分布地でもある.この 3型

を4つの形質について比鮫した加藤氏の研究結果

は次のようである (表現法は多少変えてある)

日本海型

果実の形 チ11床が強い

尊の有柄l腺 ある

花十i 2. 5 mm以下

考の!，:¥線 ほとんどない
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この研究結果を検証する意味で日本海型分布域

の栗駒山麓世界谷地で採集したサワオ トギリ，箱

根府ー風山のサワオトギリおよびコオトギリの 3者

について調べてみると図のように加藤氏の研究結

果と一致した.そこで「神奈川県植物誌1988J

937ページのサワオトギリの果実の図は本文の図

に訂正して頂きたし、と思う .

なお，コオトギリ (Hypericum ha konense 

Fr.et Sav.) をサワオトギリ群 (Hypericum

pseudopetiolatum Complex) の一員とする

ことについては葉形の明らかな相違や黒腺の分布

状況などから納得しがたいように思われるが今後

t対三lを続けてみたい.丹沢のクロテンコオ トギリ

もそれに関連した問題である .加藤氏は論文のな

かで箱根，伊豆地方でソハヤキ型サワオ トギリと

コオトギリは分布域が重なっているがこの 2種類

の植物が同所的に生育しているのは見つかってい

ないと記している しかし，本稿の図の資料に用

いたサワオトギリとコオトギリは数mしか開fJ1.ぬ

同じ階段斜面に生育していたものである .

神奈川県のオ トギリソウ類は他にも神奈川県植

物誌937ページに記したノ、マオトギリが検討中で

あり，ミド リアゼオ トギリはその後消息がない.

アゼオトギリについて採集リス トのなかに記され

ているのを見たことはあるがまだ標本を確認して

いない.ハマオトギリについては千葉県安房小湊

の海岸で大場達之先生が観察されたとの情報を頂

L 、Tょ.

ソハヤキ型 コオトギリ型

細長い 細長い

ない ない

2. 5 mm以下 3mm  

ない かなり多い



「神奈川県植物誌1988Jのヤブマオ類の図

について
(城川四郎)

前回のフ ロラカナガ、ワと一緒にお届けした私の

研究報告「神奈川県産ヤブマオ属の検討」によっ

てもある程度おわかり頂けると思うが「神奈川県

植物誌1988J576ページのメヤブマオの図は私の

研究報告でミツゲメヤブマオと仮称した種類であ

る 佐竹氏のオオメヤフずマオにあたるものであろ

うと思われるがヤブマオ類専門家の矢原氏はオオ

メヤブマオとメヤブマオは同じものとの見解を

とっておられるので名前の混乱を避けてミツゲメ

ヤフママオと仮称した.他のヤフーマオ類と識別しや

すい種類である .個体数は多くないが山際で見る

ことが多い.奈良県の赤目でも観察することがで

きて広く分布していることを知った.

577ベージのメヤブマオは私の研究報告の仮称

サカミヤブマオである.ヤブマオとしては重鋸歯

が少なく ，ときには全く重鋸歯を欠くので鋸歯片

が素直に伸びている まだ神奈川県内でしか見て

いない.どちらも葉形だけでなく葉裏の毛の状況

にも特徴がある .

573ページのアカソの図は矢原氏がアカソモド

キと仮称され，アカソとクサコアカソの雑種起源

の植物であろうとされたものであるが私の研究報

告で‘はノ、コネアカソと仮称したものである .同じ

573ベ ジのクサコアカソの図は佐竹氏の論文に

あるクサコアカソのタイプ (Boehmeria para-

spicata NAKAI)の写真によく似たものを選ん

で描いたが，これはクサコアカソの標準的な葉形

ではないから植物誌の図としては不適当であっ

た.

同じく 573ページのコアカソの図は無配生殖型

のコアカソである .有配生殖型のコアカソの葉形

は私の研究報告の85ページを見ていただきたい

ヤブマオ類についてはまだ解明すべき問題が山

積しているがこの研究を前進させるためには多く

の標本が何よりの力になる .今後とも標本と情報

をお寄せ頂ければ有り難い.

。
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横浜市緑区で見つけた Scirpus 2種につ

いて

(北)11淑子)

1990年 5月21日.28日と続けて，横浜市緑区内

で随伴渡来種と思われる新産および神奈川県新産

のScirpusを見つけたので‘報告する.

1. ヒメクロアブラガヤ (新称)

Scirpus mにrocarpusPresl. 

1990年 5月21臼，東京工大の鶴見実先生のご案

内で，横浜市緑灰長津田町(Nagatsuta-Cho) 

にある東京工業大学構内をシ夕、、植物調査のため

に，小崎昭則.!I券山輝男両氏と ともに探索させて

いただし、た.その折りに，湿地を埋め立てた(氏L、

土手に見慣れなし、Scirpusの小群落を目墜 した.

付近には吹き付けに使われたら しいオニウシノ ケ

グサ等が生えてaおり ，クロアブラカヤの仲間が随

伴渡来したものと推定 し 数株を持ち帰った.

三人でそれぞれ検討 したところ，北米大陸北東

部，五大湖周辺及ひ，南西部の各州、|の沼沢地や

湿った採草地等に広く分布するScirpus micro 

carpus Presl. に該当するものと意見が一致 し

た.後日 ，栃木県在住の野口達也氏から.6月14

日に黒磯市西岩崎にて同僚の植物を採集 した旨の

私信と関連資料のコピーをお送りいただし、た.同

i髄物の標本も見るこ とができ，長津田町で採集し

た植物と同一種と判明，和名は野口氏とも相談し

てヒ メクロアフラガヤとした

<特徴>

草丈は60~76cm .縦横にひろがった地下茎の

所々から一本ずつ茎を伸はす.草は高さ 32~2

cm. 3 ~ 6節あり ，円村形に近レ.節目lと葉鞘

は紅色を帯びている .葉鞘はややゆるく茎を包

み，長さ 2~ 7cm . 

葉は 5~1 0数枚つく . 葉の長さは花序をつけた

株では40cm前後になるものが多く ，花茎の出て

L 、なL、株て-a70cm近くになるものも見られる .

葉のI胞は 5~9 _ 2m m で ， 花序をつけない株の葉

は全体に細 くて長い.上方の葉は しば しば花序を

超える 葉の縁と下面中央脈はざらつく

花期は 5月頃.散房花序は大型で数回分校し，

枝先に 1 ~8 (へ-21)個の小穂が団集ー した分花序

をつける 末端の花序の枝はさらつく 基部の芭

葉数枚は葉状で長い.

小穂!は先の尖 った卵状的円形て\，'~I::、味を帯びた

緑色 . 熱すと黒味が増す. 長さは 3~6 mm 位，

幅1.5~2. 5mm位 .

鱗片は長卵形または広卵形で，長さ 1.6~2. 2 

mm. 幅0.8~1. 5m m ，透明感のある薄い膜質

で，中央部を除いて，黒い縦すじと細かい斑があ

り， 全体が黒っぽく見える .中央脈は緑色.熟し

たものでは褐色を帯び，その先端は短く尖る.

qilj針は 3 ~ 6 本あり ， 大半は 4 本長さは果体

のほぼ半分から1.5倍位 .大多数は果休よ りやや

長い程度で，下向 きの小刺針(逆束1])がある 雄

しべは2本 (時に3本)で，花糸は 3mm前後，

約の長さは1.2~1 . 5mm .雌しべは長さ2mm

{立 . 花村 は赤褐色で0.1 ~0.8mm .村頭は 2個

(稀に 3個) . 痩果は長さ 1~1. 2mm .幅 0.8

mm ほど.倒卵形または広卵形て¥平凸形または

平たい両凸形.上部には短い突起がある .果体の

色は白に近い淡い緑色.

2.イワキアブラガヤ (セフ リアブラカ《ヤ型)

1990年 5月28日，鶴見川中流域の落合橋付近の

河川敷 (上山町)でマツカサススキを小振りにし

た感じのScirpusを l株発見した.外来種ではな

L 、かと思われたので，株分けして一部を持ち帰っ

た.その後. 5月31. 6月 l日.10日と周辺で合

計8株を見つけることができた.すべて鶴見川の

高水数 (綴抜 8~9 m)に見られ，サンカクイ や

メリケンガヤツリの生える多少湿り気のある場所

(上山 ・中UJ. {J~江戸町) 及び澱んだ ドブ状の溝

沿L、(仏 江戸IIIJ)に生育している .落合橋付近の

左岸官lIJ高水倣には飼料用 と思われるネズミ ムギ類

を主体とする牧草地があり ，このScirpusはすべ

てその地点の対岸または下流側に見られる ことか

ら，牧草に混じって渡来 したものと推定された.

細部の観察をすると共に後記の文献を調べたと

ころ，鶴見川産のScirpusは1980年に福岡県福岡

市甲良15<:板屋，背振ダム左岸で益村聖 ・筒井貞雄

両氏によって発見され，セフリアブラカ《ヤと新称

(筒井 .1983a ) .後にイ ワキアブラカ。ヤ(筒

井.1983b )とされた植物と同ーのもののよ うに

思われた しかし，鶴見川産と福岡産には福島産

のイワキアブラ ガヤに見られるようなはっきり し

た刺針は見られないため，セフリアブラガヤをイ

ワキアブラガヤとして良いものかは疑問が残る

また，小山(1958)によるとイワキアブラ力、ヤ

は北米産の S.atrovirens Willdenow var. 

georgianus (H.) Fernaldに当たる .

- 290一



ヒメクロアブラガヤ(新称)

f 
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b:雄しべ

c:鱗片

d:小穂

e:分花序

f:葉先



「北米東南部に分布するS.georgianus Harper 

と同一物で，結局は S.Hattorianus Makino 

に当たる .J (筒井，1983b )とされているが，

S. a trov irens類の分類群については，未整理の

部分がある ように曹、われるため，学名にっし、ては

保留させていただく.

く特徴〉

草丈90~150crn 位の多年草.短い根茎でつな

がったゆるい株をつくり ，次第に大株となる .茎

の断面は鈍L、三角形で，表面はなめらか.5 ~ 8 

節あり ，節部は褐色を帯びる.

業は広線形で ， 長さ 20~45c rn 位になり ， 中央

部の葉幅は 5八 'llrnrn.葉の縁と葉の下回中央脈

はざらつく .上方の葉は花序を超えることヵ、あ

る . 下方の葉には 1rnm の幅の聞に 3~4 (~ 

6 )本の葉肋が通 り，葉肋と葉肋を結ぶ微小脈が

ある 葉鞘は筒状で緑色，多少ゆるめに茎を包ん

でし、る.長さは2.5~6. 5crn位.

花期は 5 月末~ 6 月. 茎頂に小穂、の団集した分

花序が形作る散房花序を lつ (稀に 2つ)つけ

る.長さ 3~10crn ， 幅 3~5 . 5cmほどで，全体

が淡い緑褐色に見える .花序の柄はなめらかな円

村状.よく発達した葉状苗を数枚持つ.

小穂は 5~30 (~41) 個が団集し ， 径 3~8 m

mの分花序をつくる l花序中に数えられる分花

序は55'寸 O個位である .各々の小穂、は卵形で緑褐

色，長さ1.5~3 rnrn ，幅は 1~1. 5rnm位

鱗片は広い惰円形または釦仰形で長さ 1~1. 5 

mm ，幅0.8~ 1mm .竜骨部分は緑色を帯びる

ものが多く ，中央部は透明.その他の部分は透明

感のある膜質の地によP、い斑が全体に散らばり ，i士

を含めた先端1/3~11 4位の部分は褐色がかって

いる.

刺針は1!正いものが大半を占め，時に痕跡程度，

または稀に果体の113~11 4長の京IJ針が 1 ~3 本

見られることがある . 逆~ilJは見られない . 雄 しべ

は 3本(稀に2本)で，{E糸a1.2-1. 8mm .約

の長さは0.8-1 rnm .雌しべは長さ0.8mm位.

花れは赤褐色で短く ，十iW'Ui3個l'I2果は長さO.

8-1 mm ，幅O.5rnrnの偏 3綾を成す付;p:J7fjで，

上部は短L、くちばし状になっている.果休の表面

は透明感のある薄緑色で，長~\すと cl"の種子が黄土

色に透けて見える .

なお，果実力、成熟する頃になると ，花Frから芽

生するぞ1'.質が表れた.7月11日，25日と現地を訪

れたところ，8株のうちでメIJり取られたり ，踏み
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つけられたり等のアクシデントのなかった 5株す

べての花序に福岡県産 (筒井 No.28450 : KPM 

76997) と同じ芽生する特徴が認められた.25日

には伺H犬した茎の節より芽生している例も見られ

た

<最後に>

報告をまとめるにあたり ，筒井貞夫氏より福岡

産のイワキアブラガヤ(セフリアブラガヤ)の標

本及び原記載類のコピーを，野口達也氏，庄子邦

光氏からは貴重な文献資料とご助言をいただい

た また，国立科学博物館の金井弘夫，中池敏之

両先生には標本閲覧に際し， ご便宜を計っていた

だし、た.心よりお礼申し上げる.

く文献>

Gl巴asonH.A.， 1952: The New Britt. and 

Brown Ill. Fl. of the North巴rn

U.S. and adjascent Canada. vol. 

1. (p.277) 

Harper， 1900: Flora of Middle Georgia . 

Bull. Torr. Bot. Club， 27. (p.331) 

Mason H.し， 1957: A Flora of the Mars-

hes of California. (p.307) ， Univ. 

of California Pr巴ss.

福島県植物誌編纂委員会編，1987:福島県植物誌

(p.5， 206) 

Koyama T.， 1958: Taxonornic Study of 

the G巴nus Scirpus Linne， 

Journ. Fac. Sci. Univ. Tokyo 3， 

7 (6) ・27l-366. (p.347-348) 

Makino T.， 1933: Journ. Jap. Bot. 8:44 

-45 

牧野富太郎，1966:牧野新日本値物図鑑(p.767)

Mohlenbrock R.H.， 1976: The Illustrated 

Flora of Illinois. Sedges cyperus 

to scleria. (p. 107-137) ， Southern 

1 llinois U niversity Press. 

村田 源，1975:植物分類，地理，27:28. 

Ohwi J.， 1944: Cyperaceae japonicae IJ 

Mern. Coll. Sci. Kyoto Imp. 

Univ. B， 18: 1-182. (p.103) 

筒井貞雌，1983a 耐|品l県のカヤツリグサ科植物

予報 (1).福附の植物 8:69-119.

筒井貞雄，1983b 九州新産のイワキアブラヵ-ャ

出li(;jの他物 9:113-115 



イワキアブラガヤ

a .果実と雌しべ

a 果実と刺針

b 雄しべ

c 鱗片

d 小穂

e .分花序

葉先

g 葉鞘の口辺部
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I
p
i
t
H
L
品
、
山ド、ー

f 

1990年 5月28日

横浜市緑|天上山町採

スケールは 1mm わ

全体図 (XO.S)
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植物誌発刊後に記録された植物(4 ) 
(勝山輝男)

今年のシーズンもあとわずかですが，この夏も

大きな収穫がありました目第ーは珍品ムカゴサイ

シンの発見でしょう.また ，帰化植物のニュー

フェースもあらわれています.全号に引続きその

一部を報告します.

ムカゴサイシン Nervilia nipponica Makino 

伊豆七島，九州， 琉球の常緑樹林下に生える小

型の地生ランです.以前，東京目黒の林業剖験場

に生じたそうですが，これは本来の野生のものか

どうか不明でした むさしの山草会の県寛治氏か

ら写真を送っていただき，横須賀市 (YO-5) 

にムカゴ→ナイシンがあることがわかりましたー8

月25日に，氏に案内していただき会員の小l崎昭則

氏と現地を見に行きました.マテノミシイ林の林床

の落葉の間てー葉をつけた個体を l株だけ見いだし

ました .来年の春には花を見たいと思っていま

す.花期は5月下旬頃，花がすんでから 5角形の

ランらしくない葉を出します。落葉の聞に生えて

いるので，花も葉もきわめて目立ちません 厚寛

治氏の自のよさに感心いた しました.

サツキ

Rhododendron indicum (L.) Sweet 

神奈川県には中津渓谷だけに自生が知られてい

ましたが，道主;)11や相模川でも見つかりました目

他物誌1988では KI-2，AI， TS-5， HAK-5 

にOがありますが，KI-2~TS-5 IH、ずれも

中津渓谷で HAK-5は栽培品と思われるもので

す.相僕川では相慎夕、ム下流の渓谷に，道志川で

は青山の飽子取水堰から上流の渓谷に点々と分布

しています. したがって相模湖 (SAG)，藤野

2 (FU]- 2) ，津久井 3 (TS-3)にOが追加

になります.中津渓谷の産地が宮ヶ瀬夕、、ムのため

に失われることが確実であるだけに，道志)11や相

撲川でサツキの分布が確認できたことは喜ばしし、

ことです.

ナツフジ Mllletia japonica 

(Sieb. et Zucc.) A.Gray 

会員の田中京子さんが自宅近くの港南K上永谷

の山林で見つけられました.他物誌調査でも記録

されていません.東海道以西に分布するマメキ|の

勝本で，神奈川県植物目録 (1933)や神奈川県他

物誌 (1958)には「栽培」とされています.今回

見つかったところは，山林の斜面でとても栽培し

ていたものとは考えられないそうです.栽培して

いたものの種子が運ばれたとも考えられますが，

杉本 (1984):静岡県植物誌には御殿場や沼津の

記録があるので，神奈川県に分布があっても不思

議ではありません.出口(1968):横浜植物誌に

も「上柏毛の崖地に小群があり ，よく結実する」

とあります.上柏毛がどこか不明ですが，上柏尾

の誤摘のような気もします.上柏尾なら上永谷の

すく隣りです.案外このあたりには以前から自生

していたのかもしれません.

ハガワリ卜ボシガラ

Festuca heterophylla Lam. 

ヨーロッパ原産の帰化植物で神奈川県新産.会

員の北川 さんと小11崎さんが緑区恩田町 (MI-l)

の宅地造成地で採集されました.下方の葉は糸状

で111i'l¥1 ~3mm程度ですが ， 花茎の葉は幅広く 5~

10mmあります 下方の葉と花穂だけ見ると一見オ

オウシノケグサのように見えるので，見逃してい

るかもしれません 城川先生の情報によると表丹

沢小丸山頂で採集されたそうです.来春は注意し

て探してみてください.長田武正著，日本イネ科

植物図譜 (平凡社)p.1l5に図がのっています.

アメリカノキビ(新称)

Eriochloa contracta Hitchc. 

8月に中灰の新港埠頭で見かけたことのないイ

ネ科{漬物を採集しました 一見すると， イヌビ、エ

属かなと !~tl 、ましたが，第一苗穎がほとんど退化

しているのでナルコビ‘エ属 (Eriochloa)と考え

ました 日本にはナルコビエの他には琉球にムラ

サキノキビ(ノキビ)E. procera (Retz.) 

C.E.Hubbard. が分布しています，ムラサキノ

キビと小粒、の形はよく似ているのですが，花穂、が

太く ，小穂もやや大きし 、ので異なります.そこで

Hitchchock の Manualof th巴 Grasses of 

the United Statesて‘調べたところ，北米のテ

キサス，ルイジアナ，アリゾナ，コロラドなどに

分布する E.contracta と判明 しました.新港

埠頭のその付近では輸入干し草の袋詰め作業が行

われています.それに紛れて日本に一時帰化 した

むのと推定されます.

葉は附 5mmM後，葉鞘とともに細毛がありま

すー門錐イEJヂは長さ10cm程度，分花序は主軸に圧
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着し，長さ 1~2c7l! ， 全体に細毛が密生していま

す.小穂は長さ 3 . 5~4mm. 第一昔穎 (a )は退

化してどこにあるかよ くわかりません.イヌビ、エ

やスズメノヒエでも同様なのですが，第二萄頴

(b )は小穏と同長，第一小花が護穎だけに退化

し (c)，第二小花 (d:龍穎， e:内穎)のみが結

実します したがって，第二百穎が第一芭穎に

第一小花が第二百穎のようにに見え，中に l小花

のみあるように見えます (植物誌1988ではこのよ

うなイネ科のク、ループでは第一宮穎を第一穎，第

二百穎を第二頴，第一小花の護穎を第三穎，第二

小花の護穎を第四穎と呼んで・います) 第二百穎

(b ) ，第一小花の護穎 (c) ともにほぼ同長で

全体にやや長い毛があり ，先端は短いのぎになり

ます.第二小花の護穎 (d)は硬く， 長さ 2~2.

5mm，滑らかで先端は長さ 1mm程度のサeラついた

ノギになります.

アメリ力ノキビ (1/2に縮小)

「
円

υ
nwJv 

nノ“

c b 

小穂を少し開L、たところ

a :退化した第一直穎

b 第二百~$i

c 第一一小花の護穎

d 第二小花の護穎

e 第二小花の内頴

(第一小花側第二百穎側)

小穂

第二小花



神奈川県の種子植物補遺(1 ) 
(小崎昭則)

オキナワジュズスゲ

一昨年，栃木県の野口達也先生から，南関東の

常緑樹林下にジュズスゲに似たオキナワジュズス

ヶーとしづ種類があるから注意するようにとのご連

絡をいただいた 間もなく ，調布市の都立神代植

物公園に多数生育しているのに気がついた.各地

からの献木，移植木の多い植物公園とし、ぅ特殊事

情はあるものの，その繁茂ぷりから，県下の産を

固く信ずるところとなった 今年に入り ，県・横

須賀市 ・平啄市の3つの博物館で標本の見直し作

業を進めた結果， 4点が見つかった(根本平氏・

藤沢市域南FU- 3， 1980.5.18:FKS.23379) 

(三輪徳子氏:茅ケ崎市赤羽恨 CH- 1. 1981. 

5.8: FKS.23376) (守矢淳一氏:伊勢原市日

向， 1981.5.22:FKS.23377) (演中義治氏.鎌

倉市十二所 1984.5.28:No. 74183・勝山先生と

ともに確認)• 

※ FKSは平塚市1専所蔵， No.は県博所j哉の神奈

川県植物誌標本を示す.

オキナワジュズスゲ Carex ischnostachya 

Steud. var. fastigiata T. Koyama は，iCTMtl 

本島産の標本をもとに小山銭夫先生が1956年(植

雑 69:211)に記載した変種で，基準変種ジュズ

スゲと比べ，①果胞ヵ、小さL、こと (2.8~3.5mm

長ジュス、スケ、て‘は5~6mm ) ， ②上部 3~5 つ

の小穂がほぼ同じ高さで接するように立ち上がる

こと(変示種名のfastigiataはこの性質による)， 

③全体にほっそりとしていることなどが特徴とさ

れる.しかし，小山先生が後の図鑑類に紹介され

なかったことや他の図鑑類でもほとんと取り上げ

られなかったことから，分布域が広いさIJに地方植

物誌なとに登場してL、ないのが実情である .本種

を丁寧な観察と多くの引用標本に基づいて慎in.に
取り上げたのは，i'tdli(;]値物研究会の故村 袈先生

らで ， その成果は同会発行の吋~\IMJの植物 No

8dl (1983.6)， li'?E，j/l'f;]の植物No.9dl (1983.12) 

に詳しく報告されている .

県|専に所蔵されている多数の~，何日本産の標本

や，者1¥下新島，静II(，J県磐田市における観察から，

東海地方や伊豆諸島辺りまではほぼ連続的に分布

してし、るのではないかと考えている.償浜市街;;11

~三浦半島や湘南~小田原方面にかけての社叢や

それに類するような環境での調合が待たれる.

野外で見つけ出す場合のポイントとしては， ①

~③の他，生育環境(‘オキナワ'は沿海地~低

山地のあまり湿っていない林内，林縁に生える・・・

福岡の他物 No.9)，果胞に対する鱗片の相対的

な長さ(ジュズスゲは約114， ‘オキナワ 'では

約2/5) ，鱗片の形(ジュズスゲは円みがある)，

茎の基部の鞘の色(‘オキナワ' では長く紅紫色

を帯びる傾向があるのに対し，ジュズスゲーではほ

とんと紅紫色を帯びないか，帯びてもその部分は

ごく短し、)，果期のずれ(‘オキナワ'の方が少し

早く熟す傾向がある)などがあげられる .

イセウキヤガラ

本種は極東地域の太平洋側に分布し，園内では

北海道から九州北部にかけて産地が点在する 生

育地は，満潮時に水没し，干潮時に干上がるよう

な河口付近で，シオクグ帯以深の砂泥地に単一群

落を形成することがよく知られている .本県では

「植物誌， 88dlによ って多摩川河口に生えること

が明らかにされたが，最近，①横浜市緑区(MI-

2)，②三浦市においても記録することができた.

どちらも本種の生育地としては注意されにくい環

境であることから，ここに紹介する.

①は佐江戸町の鶴見川河川敷に生えていたもの

で 5月31日に北川淑子氏にセフリアフヲガヤ

(筆者の見解)をご案内いただいた際，気づいた

ものである.確認士也点は河口 (jR東海道線の鉄

橋付近)より 19kmほと遡った直接海水の影響を

受けない左岸高水敷(海抜約8'"'-'9m )で，発見当

初，付近一帯には撹乱を受けて間もなし、感じの地

表の現われた部分が散在していた.生育地は少し

凹んだ小規模な水溜まり(夏には完全に干上がっ

た)で，すく近くまでヒメカマ ・ヨシなとの高茎

多年草が迫っていたが，その部分だけは地面が顔

をのぞかせていた. 生育範囲は 5mX2mほと

で，多生するメリケンガヤツリ ・タタラカンガレ

イ ・サンカクイなとに混じって疎らに梓を伸ばし

ていた.同じ所にマツパイ，ごく少数のカンカ河レ

イ ・ホタルイも見られた 通常の河川管理を前提

とした遷移の進行を考えると，この小群の維持，

発達はとても期待できない状況であるが，本種の

分布を生態的側面から捉えようとする場合には記

憶に留めておきたい例である.

②は 6月14日，毘沙門石船の毘沙門湾~宮川湾

問で山本明 ・大森雄治両先生とともに見つけた
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ものである.付e近一帯は比高1O~30m{立の海食崖

の下に起伏の小さいテラス状のi畿がみられるとこ

ろで，本種は潮の干満の影響を直接受けないよう

な波打ち際より離れた小さな凹地(風の強い時に

だけは飛沫のかかるような場所)に合計5カ所，

1~7rrf程度の単一の小群を作 って生育してい

た.

神奈川県のシダ植物補遺(2 ) 
(小11崎昭則)

コヒロハシケシダ

芹沢俊介先生が1973年に正式発表された・ン夕、

て¥千葉県市川市が基準産地になっている (東京

都高尾自然科学博物館研究報告第 5号) .同時

に発表された基準変種フモト シケシダと比べ葉が

やや小さく ，葉身は長三角形から三角形，胞子の

う群をつけた葉で長さ 1O~20cm ， 幅7~10cm . 

羽片はやや深く切れ込み，裂片はまばらにつく.

葉の多細胞毛がやや少ないことなどが特徴とさ

れ，茨城県~静岡県東部までの比較的狭い範聞に

点々と分布が記録されている .この時に引用され

た主要標本の産地の中に川崎市柿生や本県に隣接

する都下八王子市の名があったことから，県博所

蔵標本の見直 し， 補足調査を行ったところ，次の

ような産地を追加することができた(平松俊子

氏 ・井上香世子氏 ・松浦正郎氏 ・内藤美知子氏 ・

吉川アサ子氏 ・大場達之氏:箱根町芦ノ湖HAK

2， 1983.8.30: No.54163) (勝山輝男氏 :箱根

町冠岳 HAK-4，1983.9.4: No.54174) (勝山

輝男氏:箱根町明神ケ岳 HAK-6，1983.9.23: 

No. 54175) (長谷川義人氏:南足柄市金時山

MIA-1， 1984.6.9: No. 54164) (山本明氏 ・

横浜市瀬谷区二ツ橋町，1985.8.31: No. 54173) 

(筆者採集 :横浜市旭区上川井町 AS，1990.8 

21 : A. 6697)， (筆者採集横浜市緑区三保町

MI一1: A. 6698) 2例と も小群で lカ所ずつ.

※ A.は筆者のオリジナル整理番号

コセイタカシケシダ

県下における両親の混生地は多いが[j'随物

詑，88dlの標本として県博で確認できたのは (採

集者不明 :津久井明日原 TS-5，1980. 8. 3: No. 

54530 :中池敏之先生同定)の 1点 (実葉 l枚)

と清川村 (KI-2科博)の引用記録だけて、あっ

た.このほど，憤浜市緑灰 ・旭区のシケシ夕、、類を
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丹念に調査 したところ，緑区三保町内の2カ所に

おいて本雑種と推定される小群を見い出した

(MI-l， 1990.8.27: A. 6693; 1990.9.29: A. 

6989) .その他， 当地域において稀とみられるナ

チシケ シダ (緑区鉄町 Kurogane-Cho ML--

2， 1990.8.20: A. 6720) ，ホソバフモトシケシ

ダ(緑区寺家町 Jike-ChoMI一1， 1990.8.4: 

A. 6627 :山本明先生同定 ・本人確認)も記録し

た

神奈川県産カタヒパ類の分布を見直す-2

前号で とりあげた県博の標本に続き，横須賀市

博，平塚市博に収められているカタヒバ類を見直

したところ，次の 4点にカタ ヒパ→イヌ カタヒパ

の変更が生 じた(斎藤尚子氏 :中井町井之口

NAI ， 1983.9.10: FKS.6891 :“逸出?"のメ

モあり )(田中一雄氏:大「糊TOIS， 1986.10.10: 

FKS.37205 :“人家の石垣に着生。逸出と思われ

る"のメモあ り) (田中一雄氏:小田原市曽我谷

津剣沢 OD-3， 1987.4.5: FKS.37197: “沢の

岩壁に着生、少産"のメモあり) (内勝美知子

氏.伊勢原市高森 ISE-2，1987.8.30・FKS.

37179) . 

叶植物誌 ，88.!1や前号の資料などと合わせる

と， カタヒパの分布は三浦半島の一部，神武寺

(山内好孝氏 :1986.6.10 ;西山清治氏:1986.6. 

14. 2点とも償須賀市開にあり)を除き，県西山

地に限られる .一方，イ ヌカタヒパは県下の産が

栽培，逸出起源のものらしく ，都市近郊に記録が

目立つが，前号の大又沢と並ぶ“自然、自分な関境"

の残る地域，小田原市曽我谷津知沢における採集

例が確認されたこ とから，山麓の沢沿いなどでは

見過ごさないよう ，より一層の仕¥立が必要であ

る.なお，鶴見高校に残されていたシダの標本

(現在，県博にあり)を盤理したとニろ，本種が

昭和30年代前半に県下に持ち込まれていたこ とを

。会員名簿追加

 

。編集後記

今年はなんとかフ ロラカナガワを3凹だせそ う

です. 6月， 10月ときたので‘次号は 2月頃を予定

示す2点の資料が出てきた (村上桂子氏:鶴見本

山， 1956.7.30) (中村瑞恵氏:第二国道附近の

家，1957.7.18) . 

ナンゴクナライシダ

前号で本種が横浜市旭区都岡町 (Tsuoka-C

ho )に産する ことを報告したが，その後，同区

市沢町(Ichinosawa -Cho ) ，緑区恩田lUJ'長

津田町でも記録することがて‘きた.また，平塚市

博の“ナライシダ"のカバーの中から次の3点が

出てきた (三輪徳子氏茅ケ崎市堤 CH一 1， 19 

79.11.19: FKS.l5650) (浜口哲一氏・小田原市

上町 OD- 3， 1983.10.17: FKS.15648) (守矢

淳一氏:秦野市岳の台 HAT-3，1984.8.24:F

KS.15646) 

保土ケ谷区のシダ補遺

同灰の調査を担当された吉川アサ子氏より依頼

があり ，' 89年暮れよりシ夕、、の補足調査を続けて

きた追加確認種は次のとおりである ナガボノ

ナツノハナワラビ(1カ所少数株)・オウレンシ

ダ(1 株) ・フモトシダ ・ウラゲイワガネ(1:カ

所) ・ジュウモンジシダ (2カ所各 l株) ・ツヤ

ナシイノ デ (1株) ・サカ ゲイノデ(1カ所 2

株) ・イワシロイノデ(1カ所4株) ・イノデモ

ドキ(灰産既知 .5カ所推定40株程度) ・ドウ

リョウイノ デ ・オオタニイノデ・ミウライノデ・

キヨスミヒメワラビ(1株) ・ナライ シダ ・オシ

ダ(1株) ・トウゴク シダ ・フジオシ夕、(2カ所

各1株) ・フモトシケシダ・ナチシケシダ(少

産) ・キヨタキシダ (1 株) ・ヤマイヌワラビ・

ヒロハイヌワラビ(報告済) ・タカオシケチシダ

( 3株) ・※ミヤコヤブソテツ(分布図に実体の

ない点が打たれていたが，川島渓谷の護岸石積で

2株を確認 した.ただし，移入の可能性が残る). 

しています.新たに記録された値物，新産地など

の原稿を募集しています.どんなに短いものでも

結構ですから l月末までにお送りください.ま

た，次号では今年度の採集記録をリストで報告 し

ようと思っています.お手持ちの標本がありまし

たら，県博， 平塚市博，横須賀市博へ提出願し、ま

す.前号に']I続き会員の北)11さんと小崎さんに手

伝ってL、ただきま した.

(編集担当 勝山)
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